
　　

いちじまこども園新聞 　　第７号　平成２７年１０月

〒６６９－４３２１
　兵庫県丹波市市島町上垣１３８－１
　　（☎）０７９５－８５－２３３０
   （ｆax)０７９５－８５－２３３５　　http://ｗｗｗ.ichijima-kodomoen.com

　社会福祉法人 市島福祉会
　　　　　　　認定こども園 いちじまこども園　

　　

きよう
からいっぱい
ぶんらしく
っすぐに

い
ち
じ
ま

　子どもが幸せになれる地域とは

　　市島福祉会理事　　荻野忠志

　９月７日付神戸新聞に“大阪、中１男女遺棄事件どう守る？深夜で歩く子どもたち”の見出し

で掲載された記事が重く頭に残っている。

　兵庫県立大准教授（生徒指導論）竹内和雄さんとＮＰＯ法人「全国こども福祉センター（名古

屋市）理事長の荒木和樹さんが話されたことを引用させていただき、紹介したい。

　

【子どもがスマートフォンを手に深夜を出歩く姿は珍しくない。安全を守るためには何が大切な

　のか。悪いのは事件の「犯人」であることを強調したうえで、中学１年生の子どもがなぜ夜中

　に外をぶらぶらしていたのか社会は真剣に考えるべきだろう。居場所のない子はつながりを求

　め携帯電話にはまってしまいがちだ。今、スマートフォンという便利なツールが、定着してい

　る。子どもが夜間出歩いても「居場所はすぐ分かる」と違和感を持たない親が増えている。だ

　がスマ-トフォンでは犯罪被害を防げない。連れ去られていないことを確認するにすぎず、気休

　めでしかない。家庭や学校が心を満たす居場所であってほしい。愛されたい、認められたいと

　いう気持ちをうまく表現できず、反発してしまう。親や教師は抱きしめ愛を示してほしい。地

　域が見て見ぬふりをしないことも大切。大人は自分の地域の子どもを愛し、叱ってやれる社会

　をつくりたい。試されているのは、私たち大人の側なのだ。（竹内和雄さん）】

【歩き続けた二人には、いざという時に頼れる場所がなかったのではないか。最近は結婚しない

　人が多く、周囲に子どもがいないため、どう接してよいか分からない大人が増えた。子ども達

　はスマートフォンでつながる世界をすごく大事にし、支えとしている。相手の返信を１分も待

　てない子もいる。インターネットの危険性や、生身の人間とのコミュニケーションを取る大切

　さを説いても、子どもは聞いてくれない。「対面」が心のよりどころではなくなり、学校や地

　域社会も意味をなさなくなっているのかもしれない。親が非正規雇用など不規則な仕事に追わ

　れ子どもに目を向けられなくなっている。忙しそうな姿を見て、躊躇する場合もある。まずは

　大人が「心配している」という思いを伝える。子どもはネットだけでなく現実世界でのつなが

　りも求めている。（荒木和樹さん）】

　

　孫同様に、登下校、通学している子どもにも、もう一声気にかけてやる様にしなければと記事

を読みながら感じた。
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　　こども園の　は・て・な・・・？ 「Ｑ、こども園に看護師さんはいますか？」
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Ａ、「こども園に看護師は、います！！」

●こども園でケガをした時や、熱が出た時など看護師が対応します。

●月に一度の身体計測・爪のチェックをします。

●４・５歳児のフッ化物洗口をします。

【看護師のお仕事は？】

●保健だより（おひさまだより）を作っています。

　　　　

（感染症の流行や対応、身体に大切なことなどを発信しています）

熱を測ってみようね

少ししんどいなぁ…

　
　園で体調が悪くなった時やケガをした時には、看護師の所に

行くと優しく対応をしてくれるので、子ども達は安心して園生活

を送ることができています。また園の職員も、子ども達の身体の

変化に気がついた時に相談ができるので安心です。


